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Kawakami  Takashi

「アメリカ政治論」

法学部
突
然
で
す
が
、
質
問
で
す
。

Ｑ
１
．
ア
メ
リ
カ
の
留
学
先
の
ボ
ス
ト
ン

で
ホ
ー
ム
・
パ
ー
テ
ィ
に
誘
わ
れ
た
。

パ
ー
テ
ィ
は
午
後
７
時
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
ど
の
く
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

行
く
の
が
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
？

⒜　

５
分
前
。

⒝　

午
後
７
時
、
き
っ
か
り
。

⒞　

５
分
後
。

Ｑ
２
．
そ
の
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
の
あ
と
か

た
づ
け
。
君
は
ど
う
す
る
？

⒜　

台
所
に
い
る
の
は
悪
い
か
ら
そ
の

ま
ま
見
て
い
る
。

⒝　

皿
な
ど
を
運
ん
で
、
も
し
く
は
食

器
も
洗
う
。

⒞　

パ
ー
テ
ィ
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
帰

る
。

答
え
Ｑ
１
＝
Ｃ
、
Ｑ
２
＝
Ｂ
。

授
業
の
冒
頭
は「
ア
メ
リ
カ
常
識
」ク
イ
ズ

学
生
と
の
距
離
の
近
さ
を
実
感

　

こ
れ
は
、
以
前
、「
ア
メ
リ
カ
政
治
論
」

の
授
業
中
に
配
ら
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
常
識

Ｑ
＆
Ａ
」。
授
業
の
一
番
初
め
に
、
ア
メ

リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に
使
え
る
常
識
を
、

ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は

教
授
が
留
学
し
た
経
験
を
も
と
に
し
て
つ

く
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
な
か
に
は
外
国

人
を
彼
氏
彼
女
に
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
よ
う
な
軟
ら
か
い
ク
イ
ズ
も
あ
る
。

授
業
の
始
ま
り
か
ら
、
と
っ
て
も
ユ
ニ
ー

ク
だ
。

《
か
わ
か
み
・
た
か
し　

大
阪
大
学
国

際
公
共
政
策
博
士
。
学
位
論
文
は
「
米

軍
の
前
方
展
開
と
日
米
同
盟
」。
拓
殖

大
学
国
際
学
部
教
授
。
ア
メ
リ
カ
の
政

治
・
安
全
保
障
政
策
、
日
米
関
係
、
国

際
関
係
論
を
研
究
。
な
か
で
も
同
時
多

発
テ
ロ
以
後
の
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
朝

鮮
半
島
、
日
本
の
国
防
戦
略
・
安
全
保

障
政
策
を
分
析
・
研
究
し
て
い
る
》

　

水
曜
日
５
限
、
や
や
遅
め
の
授
業
だ
が
、

履
修
生
の
数
は
多
い
。
教
室
が
ほ
と
ん
ど

履
修
生
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
学
生
記
者

が
授
業
の
始
ま
り
を
気
に
し
て
時
計
を
見

つ
め
て
い
る
と
、
ブ
ル
ー
の
シ
ャ
ツ
、
ネ

ク
タ
イ
の
な
い
姿
で
教
授
が
入
っ
て
き
た
。

　

「
今
日
は
学
会
が
あ
る
の
で
、
１
時
間

程
度
、
授
業
を
し
ま
す
」

　

ど
う
や
ら
時
計
を
忘
れ
た
よ
う
で
、
最

前
列
に
座
る
学
生
に
時
間
を
教
え
て
ほ
し

い
と
こ
っ
そ
り
話
し
て
い
る
。
学
生
と
の

距
離
の
近
い
、
フ
ラ
ン
ク
な
先
生
、
そ
ん

な
印
象
を
持
っ
た
。
今
日
は
短
い
授
業
だ

か
ら
、
先
の
よ
う
な
ク
イ
ズ
は
な
い
ら
し

い
。
残
念
。

現
実
の
国
際
政
治
を
具
体
的
に
解
説

福
田
首
相
初
訪
米
の
課
題
は
…

　

そ
の
か
わ
り
、
始
ま
り
に
、
教
授
は
白

門
祭
期
間
中
に
、
グ
ア
ム
基
地
を
取
材
し

た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。
い
つ

も
、
ク
イ
ズ
の
後
に
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ

そ
し
て
国
際
社
会
の「
今
」の
情
勢
を
語
っ

て
く
れ
る
と
い
う
。
そ
の
後
に
通
常
の
講

義
を
す
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

こ
の
日
は
数
日
後
に
迫
っ
た
福
田
康

夫
首
相
の
初
訪
米
に
触
れ
、
首
相
が
訪

米
し
た
と
き
に
、
米
国
は
ど
の
よ
う
な
要

求
を
し
て
く
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
。
大
き
く
分
け
て
４
つ
あ
り
、

歴
代
米
大
統
領
の
外
交
政
策
と
戦
略
文
化

ユ
ニ
ー
ク
で
、
密
度
の
濃
い
授
業
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在
日
米
軍
再
編
協
議
、
新
テ
ロ
対
策
特
別

措
置
法
案
、
ホ
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー

ト
（「
有
事
の
際
に
来
援
す
る
同
盟
軍
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
装
備
補
給
・
施
設
・

輸
送
・
労
務
提
供
な
ど
の
体
制
を
整
え
て

お
く
こ
と
」
＝
大
辞
泉
）、い
わ
ゆ
る
〝
お

も
い
や
り
予
算
〞
だ
。
そ
し
て
北
朝
鮮
問

題
を
挙
げ
た
。

　

教
授
は
早
口
で
、
学
生
記
者
は
ノ
ー
ト

を
取
る
の
に
必
死
だ
。

 

在
日
米
軍
再
編
協
議
で
は
、
グ
ア
ム
へ

の
海
兵
隊
移
転
に
つ
い
て
、
前
防
衛
次
官

事
件
で
こ
れ
か
ら
先
行
き
不
透

明
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
。

新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
案
に

つ
い
て
は
、「
み
な
し
否
決
」

と
な
っ
て
、
衆
議
院
解
散
・
総

選
挙
の
シ
ナ
リ
オ
を
自
民
党
は

考
え
て
い
る
と
の
見
通
し
を
示

し
た
。

　

ま
た
、
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ

が
再
び
ホ
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
と

の
見
通
し
を
紹
介
。
北
朝
鮮
問

題
で
は
、
北
朝
鮮
が
核
設
備
を

残
し
た
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
は
北

朝
鮮
を
テ
ロ
国
家
の
指
定
か
ら
解
除
し
、

国
交
を
回
復
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、

日
本
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
が
迫

ら
れ
て
い
る
と
解
説
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の「
戦
略
文
化
」と
は

建
国
の
概
念
は「
丘
の
上
の
町
」

　

そ
こ
で
通
常
の
講
義
へ
。
こ
の
日
は
、

後
期
授
業
の
テ
ー
マ
「
ア
メ
リ
カ
の
戦
略

文
化
が
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
及
ぼ
し

た
影
響
」
が
発
表
さ
れ
、
出
席
カ
ー
ド
の

後
ろ
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
感
想

を
書
く
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
。

　

教
授
の
講
義
は
、
ま
さ
に
〝
立
て
板
に

水
〞。
必
死
で
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
と
っ
た
。

　

「
戦
略
文
化
」
と
い
う
の
は
、コ
リ
ン
・

グ
レ
ー
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
国
が
持
つ
固

有
の
歴
史
か
ら
受
け
た
軍
事
力
行
使
に
関

す
る
考
え
方
や
行
動
様
式
」
で
あ
る
。
こ

の
「
戦
略
文
化
」
を
考
え
る
と
、
宗
教
、

現実の政治動向を解説

後期授業のテーマを発表する川上教授
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移
民
で
成
り
立
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
固
有

の
建
国
の
歴
史
が
紐
解
け
る
。

　

「
戦
略
文
化
」
の
基
礎
に
は
、
建
国
に

始
ま
っ
た
『
丘
の
上
の
町
』
と
い
う
概
念

が
あ
る
。
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
ピ
ル
グ
リ

ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
が
米
大
陸
に
渡
る
と
き
、

「
神
の
意
思
に
適
っ
た
国
を
建
国
し
よ

う
」
と
い
う
意
志
を
抱
い
て
い
た
。『
丘

の
上
の
町
』
と
は
聖
書
の
言
葉
で
、
そ
の

意
味
は
「
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
町
＝
神

の
意
思
に
か
な
っ

た
国
」
と
い
う
。

　

２
つ
目
は
、
市

民
宗
教
。
ア
メ
リ

カ
は
建
国
す
る
と

き
に
「
神
」
を
決

め
な
か
っ
た
と
い

う
。
ユ
ダ
ヤ
教
、

カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
…

移
民
か
ら
な
る
国

で
あ
る
た
め
、
神

も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

そ
れ
を
ト
マ
ス
・

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
が

ど
の
神
か
を
特
定

す
る
こ
と
な
く
、

独
立
宣
言
で
「
す

べ
て
の
人
は
平
等

に
造
ら
れ
、
造
物
主
に
よ
っ
て
、
一
定
の

奪
い
が
た
い
天
賦
の
諸
権
利
を
付
与
さ
れ

…
」
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
ア
メ
リ
カ
国
民
を
ま
と
め
る
共
通
の
宗

教
的
価
値
観
を
作
り
出
し
た
（
参
考
：
ロ

バ
ー
ト
デ
ラ
ー『
ア
メ
リ
カ
の
市
民
宗
教
』）。

　

そ
の
他
に
も
、「
千
年
王
国
」（
キ
リ
ス

ト
教
終
末
思
想
）、「
明

白
な
る
天
命
」（
西
漸

運
動
で
の
基
本
的
概

念
）
な
ど
が
戦
略
文
化

の
説
明
で
挙
げ
ら
れ
る

と
い
う
。

　

今
後
の
授
業
で
は
、

モ
ン
ロ
ー
（
第
五
代

米
大
統
領
）、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
（
第
28
代
）、
ト

ル
ー
マ
ン
（
第
33
代
）、

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ

シ
ュ
（
第
41
代
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
外
交
政
策
を
、

戦
略
文
化
の
視
点
か
ら

捉
え
て
い
く
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一

時
間
。
高
校
で
世
界
史
を
や
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
用
語
で
つ
ま
づ
い
て
し
ま

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く

密
度
の
濃
い
授
業
だ
。
60
分
と
い
う
時
間

だ
っ
た
が
、
90
分
分
の
ノ
ー
ト
を
び
っ
し

り
と
書
き
込
ん
で
教
室
を
後
に
し
た
。

（
学
生
記
者　

池
内
真
由
＝
法
学
部
３
年
）

真剣に聞き入る学生

授業の内容は濃密だ




